
(57)【要約】

【課題】　接着剤使用量を低減しつつ、建築基材とその

上に固定するタイルとの接着強度を充分に確保しうる建

材および建築基材上へのタイルの固定方法の提供。

【解決手段】　網目状ネット上に複数の裏足のないタイ

ルが所定の目地間隔で配列固定されたネット付タイルユ

ニットを、接着剤を介して基材に固定した建材であって

、前記接着剤が、前記基材と前記タイルの裏面との間に

２ｍｍ以下の厚さで存在するようにしたことを特徴とす

る建材を接着剤のロール塗布により実現した。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
網 目 状 ネ ッ ト 上 に 複 数 の 裏 足 の な い タ イ ル が 所 定 の 目 地 間 隔 で 配 列 固 定 さ れ た ネ ッ ト 付 タ
イ ル ユ ニ ッ ト を 、 接 着 剤 を 介 し て 基 材 に 固 定 し た 建 材 で あ っ て 、 前 記 接 着 剤 が 、 前 記 基 材
と 前 記 タ イ ル の 裏 面 と の 間 に ２ ｍ ｍ 以 下 の 厚 さ で 存 在 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 建
材 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 タ イ ル 裏 面 の 表 面 粗 さ は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ 　 ０ ６ ０ １ に 規 定 さ れ る 算 術 平 均 粗 さ （ Ｒ ａ ）
が １ ～ ５ ０ μ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 建 材 。
【 請 求 項 ３ 】
建 築 基 材 上 に 複 数 の タ イ ル を 固 定 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 基 材 上 に 接 着 剤 を ロ ー ル 塗 布 す
る 工 程 と 、 そ の 後 に 、 網 目 状 ネ ッ ト 上 に 裏 足 の な い 複 数 の タ イ ル が 所 定 の 目 地 間 隔 で 配 列
固 定 さ れ た ネ ッ ト 付 タ イ ル ユ ニ ッ ト の ネ ッ ト 取 付 面 側 を 前 記 基 材 の 接 着 剤 塗 布 面 に 押 圧 す
る 工 程 と を 備 え 、 前 記 押 圧 工 程 に よ り 、 前 記 接 着 剤 が 、 前 記 基 材 と 前 記 タ イ ル の 裏 面 と の
間 に 、 ２ ｍ ｍ 以 下 の 厚 さ で 存 在 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 建 築 基 材 上 へ の タ イ ル の
固 定 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 建 材 お よ び 建 築 基 材 上 へ の タ イ ル の 固 定 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 建 築 基 材 上 へ の 複 数 の タ イ ル を 固 定 す る 方 法 と し て は 、 大 別 し て （ １ ） 基 材 上 へ タ イ ル
固 定 用 の 係 止 構 造 を 有 す る 平 滑 な 金 属 製 の ボ ー ド を 固 定 し 、 そ の 上 に 上 記 係 止 構 造 と 係 合
可 能 な 裏 足 を 有 す る タ イ ル を 引 っ 掛 け て い く 方 法 と 、 （ ２ ） 紙 や 樹 脂 上 に 複 数 タ イ ル を 所
定 の 目 地 間 隔 で 澱 粉 糊 等 を 使 用 し て 配 列 固 定 し た タ イ ル ユ ニ ッ ト を 作 製 し 、 こ の タ イ ル ユ
ニ ッ ト の 紙 や 樹 脂 が 固 定 さ れ て い な い 側 の タ イ ル 面 を 建 築 基 材 上 へ 接 着 剤 を 用 い て 固 定 し
た 後 に 、 紙 や 樹 脂 を 剥 が す 方 法 が 実 施 さ れ て い る 。
　 ま た 、 最 近 、 （ ２ ） の 方 法 の 工 数 を 低 減 す る 方 法 と し て 、 網 目 ネ ッ ト 上 に 複 数 タ イ ル を
所 定 の 目 地 間 隔 で 接 着 剤 を 使 用 し て 配 列 固 定 し た タ イ ル ユ ニ ッ ト を 作 製 し 、 こ の タ イ ル ユ
ニ ッ ト の ネ ッ ト 取 付 面 側 を 建 築 基 材 上 へ 接 着 剤 を 用 い て 固 定 す る 方 法 も 提 案 さ れ て い る 。
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ で は 、 具 体 的 に は 、 裏 足 が 無 い か ま た は 裏 足 高 さ が ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の 範 囲 内
で あ る タ イ ル に ネ ッ ト を 接 着 固 定 し て い る 。 そ れ に よ り タ イ ル と ネ ッ ト と を 容 易 確 実 に 接
着 固 定 す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ -９ ６ ８ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ で は 、 上 記 ネ ッ ト 付 タ イ ル を 建 築 基 材 に 固 定 す る 際 に は 、 従
来 か ら の 方 法 で あ る 櫛 目 ご て を 用 い て 接 着 剤 を 塗 布 す る 方 法 で あ る た め に 、 コ ン ク リ ー ト
壁 上 に 確 実 に 接 着 さ せ る た め に 約 ３ ｍ ｍ 厚 分 の 多 量 の 接 着 剤 を 用 い て 塗 布 し て い る 。
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 接 着 剤 使 用 量 を 低 減 し つ つ 、 建 築 基 材 と そ の 上 に 固 定 す る タ イ ル
と の 接 着 強 度 を 充 分 に 確 保 し う る 建 材 お よ び 建 築 基 材 上 へ の タ イ ル の 固 定 方 法 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 本 発 明 で は 、 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 、 網 目 状 ネ ッ ト 上 に 複 数 の 裏 足 の な い タ イ ル が 所 定
の 目 地 間 隔 で 配 列 固 定 さ れ た ネ ッ ト 付 タ イ ル ユ ニ ッ ト を 、 接 着 剤 を 介 し て 基 材 に 固 定 し た
建 材 で あ っ て 、 前 記 接 着 剤 が 、 前 記 基 材 と 前 記 タ イ ル の 裏 面 と の 間 に ２ ｍ ｍ 以 下 の 厚 さ で
存 在 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 建 材 を 提 供 す る 。
　 ま た 、 本 発 明 で は 、 建 築 基 材 上 に 複 数 の タ イ ル を 固 定 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 基 材 上 に
接 着 剤 を ロ ー ル 塗 布 す る 工 程 と 、 そ の 後 に 、 網 目 状 ネ ッ ト 上 に 裏 足 の な い 複 数 の タ イ ル が
所 定 の 目 地 間 隔 で 配 列 固 定 さ れ た ネ ッ ト 付 タ イ ル ユ ニ ッ ト の ネ ッ ト 取 付 面 側 を 前 記 基 材 の
接 着 剤 塗 布 面 に 押 圧 す る 工 程 と を 備 え 、 前 記 押 圧 工 程 に よ り 、 前 記 接 着 剤 が 、 前 記 基 材 と
前 記 タ イ ル の 裏 面 と の 間 に 、 ２ ｍ ｍ 以 下 の 厚 さ で 存 在 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 建
築 基 材 上 へ の タ イ ル の 固 定 方 法 を 提 供 す る 。
　 ロ ー ル 塗 布 法 を 用 い る こ と に よ り 、 ２ ｍ ｍ 以 下 の 少 量 の 接 着 剤 厚 み で 充 分 な 接 着 強 度 を
確 保 で き る よ う に な る 。 そ の 理 由 は 、 建 築 基 材 と タ イ ル の 裏 面 と の 間 に は 、 網 目 状 の ネ ッ
ト が 固 定 さ れ て い る が 、 そ の ネ ッ ト が 効 果 的 に ア ン カ リ ン グ の 効 果 を も た ら す こ と と 、 ロ
ー ル 塗 布 に よ り 薄 く 均 一 に 接 着 剤 が 塗 布 可 能 と な り 、 ２ ｍ ｍ 以 下 の 接 着 剤 厚 み に し て も 実
質 的 に 接 着 さ れ て い る 面 積 を 低 下 さ せ ず に す む た め で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 態 様 に お い て は 、 タ イ ル 裏 面 の 表 面 粗 さ は １ ～ ５ ０ μ ｍ で あ る よ う に
す る 。
　 そ う す る こ と で 、 さ ら に タ イ ル に 対 し て 接 着 剤 が 強 固 に 固 定 さ れ る こ と に な る 。
　 こ こ で 、 表 面 粗 さ と は Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ 　 ０ ６ ０ １ に 規 定 さ れ る 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ を 示 す 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 接 着 剤 使 用 量 を 低 減 し つ つ 、 建 築 基 材 と そ の 上 に 固 定 す る タ イ ル と の
接 着 強 度 を 充 分 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 に 基 づ き 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 建 材 の 全 体 構 成 の 概 略 を を 示 す 図 で あ る 。 網 目 状 ネ ッ ト １ 上 に 複 数
の 裏 足 の な い タ イ ル ２ が 所 定 の 目 地 間 隔 で 配 列 固 定 さ れ た ネ ッ ト 付 タ イ ル ユ ニ ッ ト を 、 接
着 剤 ４ を 介 し て 壁 基 材 ５ に 固 定 さ れ て い る 。 接 着 剤 ４ は 、 基 材 ５ と タ イ ル ２ の 裏 面 と の 間
に ２ ｍ ｍ 以 下 の 厚 さ で 存 在 し て い る 。 ま た 、 接 着 剤 ４ は 、 網 目 状 ネ ッ ト １ を 覆 う よ う に 固
定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 、 ネ ッ ト 付 タ イ ル ユ ニ ッ ト は 、 例 え ば 、 所 定 の 目 地 間 隔 で 配 列 し た タ イ ル 上 に 結
着 剤 を 塗 布 し 、 そ の 上 か ら 網 目 状 ネ ッ ト を 固 定 す る こ と に よ り 得 る こ と が で き る 。 ま た 、
ネ ッ ト 付 き タ イ ル ユ ニ ッ ト は 、 予 め 結 着 剤 を 塗 布 し た 網 目 状 ネ ッ ト を 、 所 定 の 目 地 間 隔 で
配 列 し た タ イ ル 上 に 固 定 す る こ と に よ っ て も 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 網 目 状 ネ ッ ト を 形 成 す る 糸 の 太 さ は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２ ５ ｍ ｍ が
好 ま し い 。 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と で 、 網 目 状 ネ ッ ト １ を 覆 う よ う に 固 定 さ れ た と き
に ネ ッ ト が 効 果 的 に ア ン カ リ ン グ の 効 果 を も た ら す 。 ま た 、 ０ ． ２ ５ ｍ ｍ 未 満 、 好 ま し く
は ０ ． ２ ｍ ｍ 未 満 で あ る こ と で 、 接 着 剤 厚 み を ２ ｍ ｍ 以 下 に 薄 く し て も 充 分 な 量 の 接 着 剤
が ネ ッ ト を 覆 う よ う に な り 充 分 な 接 着 剤 強 度 が 確 保 さ れ る 。 な お 、 網 目 状 ネ ッ ト を 構 成 す
る 糸 が 扁 平 な 断 面 形 状 で あ る 場 合 は 、 ネ ッ ト の 厚 み が 上 記 範 囲 と な る よ う に す れ ば 良 い 。
　
【 ０ ０ １ １ 】
　 ネ ッ ト の 網 目 形 状 は 、 正 方 形 、 三 角 形 、 菱 形 、 六 角 形 等 い ず れ で あ っ て も 良 い 。 ま た 、
網 目 状 ネ ッ ト の 目 の 大 き さ に つ い て は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ５ ～ ２ ０ ｍ ｍ が 好 ま し い 。
５ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と で 、 接 着 剤 を タ イ ル 裏 面 に 達 す る 接 着 剤 量 を 充 分 に 確 保 で き る 。 ま
た 、 ２ ０ ｍ ｍ 以 下 、 好 ま し く は １ ５ ｍ ｍ 以 下 、 よ り 好 ま し く は １ ０ ｍ ｍ 未 満 で あ る こ と で
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、 ネ ッ ト が 効 果 的 に ア ン カ リ ン グ の 効 果 を も た ら す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 網 目 状 ネ ッ ト の 材 質 は 、 例 え ば 、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ビ ニ ロ ン 、 ア ク リ ル 、 ポ リ
プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ア ラ ミ ド 、 木 綿 、 人 絹 、 ガ ラ ス 繊 維 等 が 好 適 に 利 用 で き る 。
ま た 、 ネ ッ ト 表 面 に は 樹 脂 加 工 を 施 し て い る の が 好 ま し い 。 こ の 樹 脂 加 工 は 網 目 の ず れ を
防 止 す る と と も に 、 配 列 し た タ イ ル に 接 着 す る 時 の 加 工 性 が 向 上 す る 。 樹 脂 は 特 に 限 定 さ
れ な い が 、 例 え ば 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 メ ラ ミ ン 樹 脂 等 が 好 適 に 利 用 で き る 。 さ ら に 前 記 樹 脂
に は 、 タ イ ル ユ ニ ッ ト を 基 材 に 固 定 す る た め の 接 着 剤 と 色 を 合 致 さ せ る た め の 着 色 料 を 添
加 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 タ イ ル は 、 陶 磁 器 製 、 ガ ラ ス 製 の セ ラ ミ ッ ク ス か ら な り 、 施 釉 タ イ ル で も 無 釉 タ イ ル で
も 利 用 で き る 。 例 え ば 、 造 粒 粉 を 作 成 後 に 金 型 中 で 乾 式 プ レ ス 成 形 し 、 そ の 上 に 必 要 に 応
じ て 釉 薬 を 塗 布 し 焼 成 す る こ と で 得 ら れ る 。 ま た 、 素 地 に フ ラ イ ア ッ シ ュ バ ル ー ン 、 シ ラ
ス バ ル ー ン 、 ガ ラ ス バ ル ー ン な ど の 軽 量 骨 材 や 、 炭 化 珪 素 な ど の 発 泡 材 を 添 加 し た 軽 量 タ
イ ル も 好 適 に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 タ イ ル 裏 面 は 裏 足 の 無 い 形 状 と す る 。 上 記 金 型 中 の 成 形 で は 、 金 型 の タ イ ル 表 面 側 を ス
チ ー ル 表 面 と し 、 金 型 の タ イ ル 裏 面 側 を 樹 脂 表 面 と し て 成 形 す る の が 好 ま し い 。 金 型 の タ
イ ル 裏 面 側 を 樹 脂 表 面 と す る こ と で 、 焼 成 後 の タ イ ル 裏 面 に 造 粒 粉 の 顆 粒 に よ る 表 面 が 残
存 し や す く な り 表 面 粗 さ を １ ～ ５ ０ μ ｍ に し や す く な る 。 そ う す る こ と で 、 タ イ ル に 対 し
て 接 着 剤 が 強 固 に 固 定 さ れ る こ と に な る 。 ま た 、 金 型 の タ イ ル 表 面 側 を ス チ ー ル 表 面 と す
る こ と で 、 タ イ ル 表 面 が 平 滑 に な り 汚 れ が 付 着 し に く く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 タ イ ル 表 面 に は 光 触 媒 層 を 設 け て も 良 い 。 そ う す る こ と で 、 タ イ ル 表 面 に セ ル
フ ク リ ー ニ ン グ 性 や 抗 菌 性 を 付 与 す る こ と が で き る 。 ま た 、 親 水 性 や 抗 菌 性 な ど の 機 能 性
を 有 す る 物 質 を タ イ ル 表 面 に 担 持 あ る い は 被 覆 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 網 目 状 ネ ッ ト １ 上 へ の 裏 足 の な い タ イ ル ２ の 固 定 に は 、 例 え ば 、 水 系 の 結 着 剤 が 好 適 に
利 用 で き る 。 結 着 剤 の 種 類 と し て は 、 例 え ば 、 エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ル 、 ポ リ ア ク リ ル 、 ポ リ
ウ レ タ ン 等 の エ マ ル ジ ョ ン 結 着 剤 が 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 タ イ ル 間 の 目 地 間 隔 は 、 １ ～ ２ ０ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 １ ～ ５ ｍ ｍ で は 目 地 上 の ネ ッ ト が 目
立 ち に く く 、 ５ ～ ２ ０ ｍ ｍ で は 建 材 に お け る タ イ ル 使 用 重 量 が 減 少 す る た め 、 壁 基 材 上 へ
の 施 工 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 壁 基 材 へ の ネ ッ ト 付 タ イ ル ユ ニ ッ ト の 固 定 は 、 壁 基 材 に ロ ー ラ ー を 用 い た ロ ー ル 塗 布 法
に て 接 着 剤 を 塗 布 し た 上 に 、 ネ ッ ト 付 タ イ ル ユ ニ ッ ト を 押 付 け 固 定 す る 方 法 で 行 う 。 接 着
剤 の 塗 布 に ロ ー ラ ー を 用 い る こ と に よ っ て 、 容 易 に 接 着 剤 を 薄 く 均 一 に 塗 布 す る こ と が 可
能 と な る 。 ロ ー ル 塗 布 に よ っ て 、 接 着 剤 ４ は 、 基 材 ５ と タ イ ル ２ の 裏 面 と の 間 に ２ ｍ ｍ 以
下 、 好 ま し く は １ ｍ ｍ 未 満 の 厚 さ と す る こ と が で き る 。 接 着 剤 の 厚 さ は 基 材 へ の 付 着 量 お
よ び 塗 布 面 積 か ら 計 算 に よ っ て 求 め る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 接 着 剤 に は 、 ア ク リ ル 系 、 エ ポ キ シ 系 、 ウ レ タ ン 系 、 ア ク リ ル シ リ コ ー ン 系 、 エ ポ キ シ
シ リ コ ー ン 系 等 の 有 機 系 接 着 剤 単 独 あ る い は 複 数 組 み 合 わ せ た も の を 利 用 で き 、 必 要 に 応
じ て 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 シ リ カ 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、
ガ ラ ス バ ル ー ン 、 珪 藻 土 、 ム ラ イ ト 、 カ オ リ ン 、 タ ル ク 、 ク レ ー 、 マ イ カ 、 ベ ン ト ナ イ ト
、 フ ラ イ ア ッ シ ュ 、 ケ イ 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 亜 鉛 等 の 無 機 充 填 剤 や チ タ ニ ア 、 カ ー ボ ン
等 の 無 機 顔 料 を 添 加 し た も の を 好 適 に 利 用 で き る 。 こ れ ら の 材 料 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 所 望
の 粘 性 、 Ｔ Ｉ 値 に 応 じ て 公 知 の 材 料 を 適 宜 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 ロ ー ル 塗 布 法 の 場 合 、 接 着 剤 の 粘 性 を 、 使 用 環 境 下 （ ０ ～ ４ ０ ℃ ） に お い て 、 Ｂ 型 粘 度
計 Ｎ ｏ ． ７ ロ ー タ ー 、 回 転 数 １ ０ ｒ ｐ ｍ で １ ０ ０ ０ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 、 好 ま し い 上 限 値 は ５ ０
０ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 、 よ り 好 ま し く は ３ ０ ０ Ｐ ａ ・ ｓ 以 下 と し 、 か つ 、 Ｂ 型 粘 度 計 Ｎ ｏ ． ７ ロ
ー タ ー 、 回 転 数 １ ｒ ｐ ｍ で １ ０ ０ Ｐ ａ ・ ｓ 以 上 、 好 ま し く は ２ ０ ０ Ｐ ａ ・ ｓ 以 上 の 範 囲 と
す る 。 さ ら に 好 ま し い 接 着 剤 の 粘 性 は 、 Ｂ Ｈ 型 粘 度 計 Ｎ ｏ ． ７ ロ ー タ ー 、 回 転 数 ２ ０ ｒ ｐ
ｍ で ２ ０ ～ ２ ０ ０ Ｐ ａ ・ ｓ の 範 囲 で あ る 。 ま た 、 好 ま し い Ｔ Ｉ 値 は ４ 以 上 ２ ０ 未 満 で あ り
、 ５ 以 上 ２ ０ 未 満 が よ り 好 ま し い 。 Ｔ Ｉ 値 と は チ ク ソ 指 数 の こ と で あ っ て 、 ［ １ ｒ ｐ ｍ で
の 粘 度 ］ ／ ［ １ ０ ｒ ｐ ｍ で の 粘 度 ］ に て 求 め る 。 ロ ー ラ ー で 塗 布 す る た め に は 低 粘 度 化 す
る こ と が 望 ま し い が 、 低 粘 度 化 す る こ と に よ っ て 、 タ イ ル の ズ レ 抵 抗 性 が 問 題 に な る た め
、 上 記 の 範 囲 と す る こ と で 、 ロ ー ル 塗 布 法 で 接 着 剤 を 塗 布 す る こ と と 、 鉛 直 面 に 接 着 剤 を
塗 布 直 後 に タ イ ル を 接 着 し て も タ イ ル が ず れ 落 ち た り 剥 離 せ ず に 保 持 す る こ と が 可 能 と な
る 。 さ ら に 、 上 記 の 範 囲 と す る こ と で 、 ロ ー ル 塗 布 に て 容 易 に 凸 部 を 形 成 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ロ ー ル 塗 布 法 に お い て 使 用 さ れ る 接 着 剤 は 、 降 伏 値 を ２ ０ ０ Ｐ ａ 以 上 と す る こ と に よ り
、 塗 布 直 後 の タ イ ル 保 持 性 、 す な わ ち タ イ ル の 剥 落 や ズ レ に 対 す る 抵 抗 性 が 特 に 優 れ た 接
着 剤 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 降 伏 値 は 、 ２ ３ ℃ に お け る コ ー ン ・ プ レ ー ト 型 粘 度 計 に よ
り 求 め た 粘 度 特 性 か ら 、 Ｃ Ａ Ｓ Ｓ Ｏ Ｎ 式 に よ っ て 算 出 さ れ る 。
　 Ｃ Ａ Ｓ Ｓ Ｏ Ｎ 式 ： √ Ｓ ＝ ａ √ Ｄ ＋ ｂ
　 　 　 Ｓ ： せ ん 断 応 力 　 　 Ｄ ： せ ん 断 速 度 　 　 ａ ， ｂ ： 定 数
　 こ こ で 、 Ｄ ＝ ０ と す る と 、
　 √ Ｓ ＝ ｂ 　 と な り 、 ｂ 二 乗 が 降 伏 値 （ Ｓ ０ ） と な る 。
降 伏 値 は 非 常 に 低 い せ ん 断 領 域 で の 現 象 を 把 握 で き 、 値 が 高 い ほ ど 静 摩 擦 が 大 き い と み な
す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の 接 着 剤 を ロ ー ラ ー に 付 着 さ せ 、 基 材 表 面 に 転 写 す る 際 に 、 接 着 剤 の 一 部 が そ の 粘
性 に よ っ て ロ ー ラ ー 側 に 引 き 上 げ ら れ る こ と に よ っ て 、 接 着 剤 の 塗 膜 の 表 面 に 複 数 の 突 起
状 あ る い は 小 波 状 の 凸 部 か ら な る 模 様 が 形 成 さ れ る 。 こ の よ う な 形 成 方 法 に お い て は 、 塗
装 に 用 い る と き に 使 用 さ れ る 市 販 の ロ ー ラ ー を 使 用 で き る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ス ポ ン ジ ロ
ー ラ ー 、 鎖 骨 ロ ー ラ ー が 好 適 に 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 接 着 剤 を 塗 布 し 、 凸 部 形 成 し た 後 に 、 タ イ ル ユ ニ ッ ト を 押 付 け 固 定 し 、 接 着 剤 を 硬 化 さ
せ る こ と で 、 本 発 明 の 建 材 が 完 成 す る 。 タ イ ル ユ ニ ッ ト を 押 付 け る こ と に よ っ て 、 ネ ッ ト
の 目 の 部 分 に は 前 記 タ イ ル の 裏 面 の 略 全 面 に 亘 っ て 密 着 す る よ う に 接 着 剤 が 充 填 さ れ る よ
う に な り 、 基 材 と そ の 上 に 固 定 す る タ イ ル と の 接 着 強 度 を 充 分 に 確 保 す る こ と が 可 能 と な
る 。 ま た 、 目 地 部 に お い て は 接 着 剤 層 の 凸 部 が 保 持 さ れ つ つ 、 ネ ッ ト が 接 着 剤 層 の 内 部 か
、 凸 部 と 凸 部 と の 間 の 谷 に 埋 設 さ れ る た め 、 ネ ッ ト が 外 観 上 目 立 た な く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 方 法 は 、 タ イ ル 貼 り 建 材 の 工 場 生 産 、 建 物 の 壁 な ど の 外 構 物 の リ フ ォ ー ム や 新
設 現 場 で の タ イ ル 貼 り 施 工 に 好 適 に 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 建 材 の 全 体 構 成 の 概 略 を 示 す 部 分 破 断 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 １ … 網 目 状 ネ ッ ト 、
　 　 ２ … タ イ ル 、
　 　 ３ … 目 地 、
　 　 ４ … 接 着 剤 、
　 　 ５ … 壁 基 材
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【 図 １ 】
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